
Ａ（１） 

 数の構成と表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 知識及び技能 

 （エ）一つの数をほかの数の和や差としてみるなど，ほかの数と関連付けてみること。 

Ａ（２） 

 加法および減法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが出るよう指導する。 

ア 知識及び技能 

 （ア）加法及び減法の意味について理解し，それらが用いられる場合について知ること。  

 （イ）加法及び減法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。 

 （ウ）１位数と１位数との加法及びその逆の減法の式の計算が確実にできること。 

イ 思考力，判断力，表現力等 

 （ア）数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，日常生活に生かしたりすること。 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

単元観 

本単元は，小学校学習指導要領第 1 学年の「A 数と計算」の内容に基づき設定した。学習指導要領には，以

下のように示されている。 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元で学習する減法に関しては，第４単元の「のこりはいくつ ちがいはいくつ」で減法が用いられる場

合やその意味，被減数 10以内の減法計算について学習した。第７単元「10よりおおきいかず」では，２位数

（＋いくつ）の構成を「10といくつ」ととらえることによって，15-５，15-３のような減法計算ができるよう

になっている。本単元では，２位数から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を，既習を生かして考

え，理解し，計算することができる力を育成していく。 

児童観（24名） 

【学習内容の実態】 

設問 問題内容 通過人数（割合） 

１ 
繰り下がりのない減法計算，10，２位数１位数の計算ができるか。 

（４問） 
 16人（66.6%） 

２ 20までの数の合成・分解ができるか。（４問）  21人（87.5%） 

３ 繰り下がりのある減法の文章問題の立式ができるか。（1問） 22人（91.6%） 

 設問１では，誤答のほとんどが２位数１位数であった。10 のまとまりとばらの概念が理解できていない児

童もいるので数図ブロックなどの具体物を操作させることにより，どちらからいくつとれば（ひけば）いいの

かという概念をしっかり定着させる必要がある。設問２では，設問１と同様，10 のまとまりとばらの概念が

理解できていな実態が考えられる。また，10－９や 10－４などの減法計算が理解できていない児童もいる。

本単元にも深く関わってくるので，繰り下がりのない減法計算，10，２位数―１位数の計算を定着させていく

必要がある。設問３では，全員が問題文を読んで，演算決定し，立式できることが分かる。 

【資質・能力の実態】 

資質・能力 項目内容 
肯定的評価の 

人数（割合） 

論理的思考力 自分の考えを順序よく説明している。 24人（100%） 

主体性・積極性 授業のめあてを「なぜだろう」，「やってみたい」と思う。 24人（100%） 

協働する力 友達の意見や考えをしっかり聞いたり，相談したりしている。  22人（91.5%） 

算数科 第１学年 尾道市立向東小学校          指導者 木下 花菜 

   

 

 

 

 

ひきざん 令和２年 11月 17日 
単
元
名 

本単元で育成する資質・能力 

 

 

 

主体性・積極性 



 多くの児童は立式や計算は理解できており,意欲的に発表にも取り組み,活気がある。計算の仕方など自分

の考えを全体の中で発表するとなると,自分の考えをどう言葉で表現していいのか戸惑う児童も多くいる。数

図ブロックなどの具体物の操作では,理解できる児童が多い。また,自分と異なる友達の意見を聞いて理解し,

自分の言葉で言い換えることができる児童も数名いる。ペアトークでの意見交流は，少しずつ取り組んでいる。 

指導観 

①計算の仕方を説明する際には，数図ブロックなどの操作をしながら説明することで問題解決の過程を共有

化させる。また，その過程において，減加法と減減法との違いにも気付くようにさせる。 

②数図ブロックの操作とさくらんぼ図を関連づけることで，操作をしなくても数の操作をイメージして計算

できるようにさせる。 

③毎時間，問題の意味や問われていること，計算の仕方や答えの導き方を交流することで，本時の学習の見通

しをもたせる。 

 

２ 単元の目標  

○２位数から１位数をひく繰り下がりのある減法計算が，「10といくつ」という数の見方を基にしてできるこ

とを理解し，その計算が確実にできる。                       【知識・技能】 

○数の構成に着目し，２位数から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を，操作や図を用いて考え，

表現する除法の性質を活用して，除数が小数の場合の除法の計算の仕方を図や式などを用いて考え表現する

ことができる。                           【思考力・判断力・表現力等】 

○２位数から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方について，「10といくつ」という数の見方や操作，

図などを用いて考えた過程や結果を振り返り，そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとすることができる。                                          

【態度】 

 

３ 単元の評価規準 

 

４ 単元計画（全 10時間） 

次 学習活動 児童の思考の様相・深まり 評価規準 
【観点】（方法） 

一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題の設定】 

「10といくつ」という数の見

方に着目し，13-９の計算の仕

方（減加法）を考える。                

（１） 

 

【情報の収集・整理分析】 

 「10といくつ」という数の

見方に着目し，減数が８や７の

場合の計算の仕方（減加法）を

考える。    

 

 

 ばらの３から９はひく。たり

ないよ。どうのように計算した

らいいのかな。 

 

  

 13-９の計算の仕方をさくら

んぼ図で表したら，このように

なるのか。 

 前の時間はひく数が９だった

けれど，今日は違うよ。計算す

るとき，何が変わるのかな。 

 

 13-９の計算の仕方を，数の

見方（10といくつ）を活用し

て，数図ブロックを操作して考

え，説明している。 

【思・判・表】（ノート） 

減数が８や７の場合の計算の

仕方を，数の見方（10といく

つ）を活用して，操作やさくら

んぼ図（減加法）を用いて考

え，答えを求めている。 

【知・技】（ノート） 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 態度 

◯２位数から１位数をひく繰り下

がりのある減法計算が，「10とい

くつ」という数の見方を基にし

てできることを理解し，その計

算が確実にできる。 

○数の構成に着目し，２位数から

１位数をひく繰り下がりのある

減法計算の仕方を，操作や図を

用いて考え，表現する除法の性

質を活用して，除数が小数の場

合の除法の計算の仕方を図や式

などを用いて考え表現してい

る。   

○２位数から１位数をひく繰り下

がりのある減法計算の仕方につ

いて，「10といくつ」という数の

見方や操作，図などを用いて考

えた過程や結果を振り返り，そ

のよさや楽しさを感じながら学

ぼうとしている。     



 

 

 

 

 

 

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四 

 

 

 

 

 

 

 

減数が９～５の場合の計算練

習，文章題の解決をする。 

（２） 

 

 

「10といくつ」という数の見

方に着目し，12-３の計算の仕

方（減減法）を考える。       

【本時】（１） 

 

 

 

 

 ２位数から１位数をひく繰り

下がり言うのある減法計算の練

習，文章題の解決をする。        

（１） 

  

 

 

 計算カードを使った，２位数

から１位数をひく繰り下がりの

ある減法計算の習熟を図る。 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ・ふりかえり】 

 学習内容の定着を図る。         

（２） 

 

 

 前分けするのはたし算の時と

同じだね。ただ，計算の仕方は

違うね。 

 

 

 前分けではなく，後ろ分けを

しても求めることができるん

だ。たし算の計算の時と同じだ

ね。 

 

 

 

 

 前分けでも後ろ分けでも，答

えは同じだね。考え方も一緒だ

ね。 

 

  

  

 

 ブロックや図がなくても，計

算できるようになってきたよ。 

 数が増えると，逆に減る数も

あるよ。 

 数が１増えると，答えが１減

る並び方の所もあるよ。 

 並び方にきまりがあるね。 

 

減加法による計算が確実にで

きる。 

【知・技】（観察・ノート） 

 

 

10 のまとまりから１位数をひ

くことに着目して計算の仕方を

考え，操作やさくらんぼ図（減加

法・減減法）などによって説明し

ている。 【思・判・表】（ノート） 

 

 

 

２位数から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算は，被減

数を 10のまとまりといくつに分

けて考えればよいことを理解

し，その計算ができる。 

【知・技】（観察・ノート） 

 

 ２位数から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算が確実に

できる。 

【知・技】（観察・ノート） 

計算カードの並び方につい

て，被減数が１増えると減数も

１増えるという関数的な見方に

気付き，数の関係を説明してい

る。 

【思・判・表】（観察・ノート） 

  

 

 

 基本的な問題を解決すること

ができる。 

【知・技】（観察・ノート） 

単元の学習で考えた過程や結

果を振り返り，そのよさや楽し

さを感じている。 

【態度】（観察・ノート） 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時について 

（１）目標 

   10 のまとまりから１位数をひくことに着目して計算の仕方を考え，操作やさくらんぼ図（減加法・減

減法）などによって説明している。                                     【思・判・表】（ノート） 

（２）展開 

過

程 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

【観点】（方法） 

つ
か
む
（
５
） 

１ 問題を読み，めあてと

見通しを考える。 

 

 

 

  

 

 

・教科書の 81ページを見て，どんな式にな

るかを考え，既習を確認する。 

・既習の計算であることを確認し，どのよ

うに計算したらいいのか見通しをもたせ

る。 

 

 

 

 

考
え
る
（
５
） 

２ 数図ブロックを使っ

て，計算の仕方を考える。

数図ブロックで操作した

ことをさくらんぼ図に表

す。 

・ばらはたりなくてひくことができないの

でどうすればいいのかを考えさせる。 

・たし算の時に学習したさくらんぼ図を掲

示しておく。 

 

 

 

深
め
る
（
１
５
） 

３ 考えを発表し合い，検

討する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 減加法・減減法をどち

らも図に表し確認する。 

・計算の仕方をブロック操作させ，思考の

過程を共有化する。 

〇ひくたすほう 

12 を 10 と 2 に分けて，10 から 3 を引い

て，残った 7と 2を合わせる。（減加法） 

〇ひくひくほう 

12 の 2 をまず引いて，残りの 10 から１

を引いている。（減減法） 

 

・図とさくらんぼ図を照らし合わせて確認

する。 

・自分の考えた方法をペアで説明する。 

 10のまとまりから

１位数をひくことに

着目して計算の仕方

を考え，操作や図な

どによって説明して

いる。 

【思・判・表】（ノ

ート） 

ま
と
め
る
・
ふ
り
か
え
る
（
２
０
） 

５ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

・「10といくつ」という数の見方に着目し，

減数を分解して，分けて引く方法もある

ことをブロック操作や図，言葉と関連付

けながらまとめる。 

 

 

 

 

 

６ 適用題を解く。 

 

 

 

７ 次時への課題をもち，

本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-3 の計算の仕方を考えよう。- 

12－３の計算は,①ひくひくほう②ひくたすほうの２つで考えるこ
とができる。 

自 ・まずばらから引いて，10 のまとまりからひく方法でも考えることができた。 
・前分けでも後ろ分けでもさくらんぼ図を使って計算できることが分かった。 
・今までの学習を使って考えればいいことが分かった。 

友：・○○さんが，順序よく説明してくれたのが，分かりやすかった。 
  ・○○くんと同じ考え方だった。 
新：・もし，数の大きさが違っても，この考え方は使えるのだろうか。 
  ・後ろ分けがいいときと前分けがいいときはどんなときだろう。 

13-４の計算の仕方をブロックで操作しましょう。 
また，さくらんぼ図で表しましょう。 

おかしが１２こあります。３こたべるとのこりはなんこでしょう。 



 

（３）板書計画 

 11／17（火）ひきざん 

 

 

 

        

   

 

                       

□□□□□□□□□□    □□□□□□□□□□                                                     

           

                            

              

 

○め12-3の計算の仕方を 
考えよう。 

 

① 12を 10と２にわける 

② 10から３をひいて７   12 ― ３＝９ 

③ ７+２＝９ 

              10  ２ 

○ま12－３の計算は,①ひくひくほう②ひくたす
ほうの２つで考えることができる。 

おかしが 12こあります。３こたべると 
のこりはなんこでしょう。 
 

ひくひくほう 

① ３を２と１にわける 

② 12から２をひく 

③ 10から１をひいて９ 

12－３ ＝９ 

 

 ２  １ 

ひくたすほう 

しき 12－３ 


